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医療の進歩と正確な手術
 岡山県医師会理事　尾﨑　敏文

　会員の皆様は、専門分野における医療の進歩に関するニュースに接することが多いと
思います。抗がん剤や抗リウマチ薬など新規薬剤の開発などはよく報道されています。
一方、外科系診療科ではロボット手術やナビゲーション手術も開発され広く行われるよ
うになりました。私は、残念ながらロボット手術との接点は少ないですが、ナビゲーショ
ン手術には接する機会は多いです。ナビゲーション手術は、約10年前より国内で普及し
てきました。
　整形領域でナビゲーションがよく用いられるのは、股関節や膝などの人工関節置換術
と脊椎のインプラントを用いるインスツルメンテーション手術です。人工関節手術では、
インプラントにぴったり合うように骨を正確にボーンソーなどで切るわけですから、骨
切り部の長さや角度に予定と大きな誤差があれば、それだけ人工関節の設置が不良とな
ります。さらに、疼痛や耐久性の低下など術後のトラブルの原因となります。そのため
には人工関節手術は大病院の症例経験の豊富な医師のみに許されていたように思います。
それがナビ手術により大変正確に長さ１～２ミリや角度１度未満の予定との誤差で可能
となっております。また、脊椎にスクリューを設置し変形矯正や固定を行うときには脊
髄や神経を損傷する可能性があります。例えば、側弯症手術のような青少年（女子に多い）
に多く、それも脊椎の変形を矯正し整容を整えることが主な目的の手術で脊髄麻痺を作
ることは許されません。もちろん欧米のhigh volume centerでの側弯症手術の術者のよう
に日本より一桁以上も多いような症例を経験している術者にとってナビは不要かもしれ
ませんが、日本の施設での症例経験にはある程度限界があります。このような状況では、
ナビを用いることでインプラントの設置精度が上がりトラブルの減少につながります。
　しかしこのようなナビ手術にも大きな問題があります。カーナビ付きの車を運転され
ている方が多いと思いますが、現在地として20 ～ 30メートル、時には100メートルくら
い離れた場所を表示することがあると思います。カーナビでの問題と同じことが手術ナ
ビでもおきます。それを克服するためには術者のトレーニングと経験は重要であり、こ
のような道具は手術補助として用いることになるのでしょう。診療科別の医師1,000人当
たりの訴訟件数（2014年データ）をみると、形成外科、外科、産婦人科に次いで整形外
科は４位です。整形外科の中では、なんといっても脊椎に関する訴訟件数が多く、過半
数を占めています。医療機器の発展で以前に比べて正確で安全な手術ができるようになっ
ております。しかし機械を完全に信じ切ることは難しく、トレーニングと経験、そして
やはり細心の注意が最も重要であることを述べさせていただきました。
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他科の先生に
知って欲しい 整形外科編⑧

勘違いしやすい外反母趾の常識

 倉敷成人病センター整形外科部長　
大　澤　誠　也 （日本足の外科学会評議員）　　　　　　　　

　近年ネットやテレビを通じて多くの医療情報が溢れるようになりました。
外反母趾などの足疾患についての情報も見かけますが、残念なことに信憑性
に欠ける情報も時々あるようです。今回は比較的勘違いしがちな外反母趾の
常識について述べたいと思います。
　外反母趾は足部疾患の中で最も多い疾患であり、母趾が関節で「く」の字
に曲がることにより様々な症状をもたらします。女性に圧倒的に多く、成因
として靴の影響や遺伝的要素、加齢変性が示唆されます。母趾と靴の接触部

分の痛みや、胼胝、母趾と第２趾との重なりなどで歩行に影響を与えます。診断の際は、外観だ
けではなくX線撮影により角度を測ることが必須になります。患者さんは痛みよりも靴が履けな
いことを主訴に受診されることが多いです。あまり痛くないということで、たかが外反母趾と放
置してしまうと、いつの間にか進行して第２趾の脱臼やリスフラン関節症と言われる障害を併発
することがあります。第２趾が脱臼するなど重症化してから専門医を受診される患者さんが非常
に多いのですが、できればもっと早期の段階で診断治療を行うべきものと考えます。
　軽度の外反母趾に対しての保存治療として、靴の指導や足底板の作成、運動療法などがありま
す。足底板は荷重圧を分散させアーチを持ち上げることにより開帳足になるのを防ぎます。運動
療法は母趾を独立して動かすように指導して母趾の関節が拘縮することを防ぎます。ネットなど
に保存治療で外反母趾が完治したなどの内容が書かれたりすることもありますが、残念ながら保
存治療で母趾の角度を矯正する効果はほとんどありません。軽度の症例に対する予防的効果に限
定されます。中等度から重度の外反母趾に対しては手術治療が最も効果的で確実な方法になりま
す。多くの患者さんや医療関係者において、一番の大きな勘違いは外反母趾の手術法です。ほと
んどの方は母趾の出っ張った部分を削り取るだけの手術と思い込んでいるようです。実際は全く
違っており、骨切りと３次元的矯正、内固定、軟部組織のバランス再建という複雑な内容の手術
になります。術後療法にもある程度の制限と時間を要することを患者さんに理解してもらわなけ
ればなりません。
　人間が二足歩行することにおいて足がいかに大切かは言うまでもありません。たかが足と軽視
せずに、しっかり足を見て触って、正しい診断と治療に導きたいものです。




